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乳児音声が伝えるもの

埼玉大学教育学部

志 村

乳児期のコミュニケーション発達研究に音声が登場

して久しいものの,音声上に含まれる言語情報 (晴語

上に観測される音韻的特徴 ･韻律的特徴)以外の,感

情性情報や個人性情報といった非言語的側面の研究は

まだ十分とはいえない.乳児の音声発達研究では,言

語情報を担うプロソディや分節的特徴の生成 ･知覚能

力獲得過程のアプローチが主で,音声の非言語的情報,

特に感情性にかかわる情報に視点を当てた研究は ｢泣

き声 (叫喚音声)｣研究を除き必ずしも多くなかった.

本稿では音声行動の非言語的側面,とりわけ感情性

にかかわる情報に焦点を当て,われわれが行ってきた

乳児音声に含まれる感情性情報の理解の研究結果を報

告し,乳児音声の伝えるものを考えたい.

1.泣き声情報がもたらすもの

泣き声研究は,新生児 ･乳児の声の基本周波数,梶

幅,持続時間,ピッチパタンの解析などによって病態

を探索する研究が進められてきた.乳児の泣き声から

泣きの原因をある程度推定できること1卜5),健常乱児

と障害児 との泣 き声には検出可能な差があるこ

と6)7),中枢神経系障害によって泣き声が違ってくるこ

となどが予測され8)91,ダウン症の診断や8110)11㌧乳児突

然死のスクリーニング12)などの児の病態診断に活用さ

れている.

泣きの原因を推定できれば,母親の育児行動にも有

用で育児にも役立つと期待され,泣き声からの情報の

聴取判断研究も多い.例えば,母親及び看護婦など乳

児に関わる経験を持つ聴取者の場合,痛みの泣き声に
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ついては50-80%の正解率で推定できるものの,その

他の泣き声 (空腹,ご機嫌な状態での泣きなど)では

正解率が低いという報告13)や,痛みの泣き声を聞かせ

た時の方が空腹泣きのときより,母親は早く乳児の所

に駆けつけるという報告がある14).聴取者の育児経験

の有無によって泣き声の評定が変化するかという問題

は興味深いものの,性差や育児経験は泣きの評定に影

響しない151という知見に対して,両親と非両親では聴

取傾向に差があり16),育児経験が泣きの判断に影響を

与えるという反対の知見も報告されている17).

泣き声を仔細に観察すると ｢生理的 ･反射的泣き｣

音声から,｢甘え泣き｣などより複雑で微妙な情報を含
む音声へと発達していくことが分かる.二木らによる

と18)生後2日から2週間迄は泣き声の持続時間と間隔

の律動性が高いものの,3遇以降はそれが崩れ,とり

わけ7週以降には個々の泣きの長さに顕著な差が出現

するとして,泣き声も発達変化することを指摘してい

る.

しかし,児の ｢泣き｣は不快状況を訴えることが目

的である.その意味では一方的要求のための音声行動

であり,生後 1年を経て言語運用能力が成熟するにつ

れて｢生理的泣き｣音声は減少し19),多様な情報を伝達

しうる非叫喚音声行動へと発達すると考えられる.

2.乳児音声が伝える情報

では,泣き声以外の非叫喚音声で乳児はどのような

情報を伝え得るのだろうか.コミュニケーションを行

うのに必要な音声を乳児はいつ頃発声できるようにな
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るのだろうか.さらに,母親や成人などの養育者は乳

児音声に含まれるどのような情報をどのように認知す

るのだろうか.

これまでに志村 ･今泉は乳児が音声上の感情性の要

素を通してコミュニケーション行動を行うための条件

の中から,1)乳児は音声の感情性情報を通してコミュ

ニケーションを行うのに必要な音声を発声できるか,

2)母親や養育者などの成人は乳児音声に含まれる感

情性情報をある程度の規則性をもって認知できるか,

について検討してきた.まず,6名の乳児の6カ月 ･

9カ月･12カ月･17カ月齢の音声 (非叫喚音声)517例

を対象に,感情に関わる非言語的な情報に関連 した項

目 (ごきげん,嫌がっている,悲しい等)について,

成人による聴取 ･評価実験を行い,非言語情報の表出

能力の発達的様相を検討した20).その結果,音声の非言

語的要素を通してコミュニケーション行動を行うのに

必要な音声を,言語運用能力が発達する以前の6カ月

齢乳児でも発声できることが分かった.また,母親 ･

学生 ･保母からなる3群の聴取者を対象に,乳児の状

況を示すポジティブ及びネガティブのコンテキストを

変動要因とした同様の手続きの聴取 ･評価実験を行っ

た21).その結果,聴取者の経験に応じた評定の特殊性に

よって特定の項目の評価に差異が見られたものの,3

聴取者群間の多様性を越えた共通に聴取される特性 も

あることがわかった.

表 1 成人による乳児音声に対する聴取評点の因子分析から,

日本新生児学会雑誌 第33巻 第4号

またさらに,同様な手法で生後2カ月齢乳児の音声

200例による実験からも｢快｣対 ｢不快｣,｢平静｣対 ｢驚
き｣,｢話｣対 ｢歌｣の対立に関連 した情報が聴取され
た22).また,表 1に示すようにおのおのの対立に関わる

音響的な特徴が抽出され,聴取者は乳児音声の基本周

波数,分節状,発声の長さ等の音響特性に関連する仕

方で一定の情報を認知することが示された23).

これらのことは,言語運用能力が発達する以前の2

カ月齢児でもコミュニケーション行動を行うのに必要

な,感情性にかかわる情報を音声を通してある程度発

声できることを示すものといえよう.

3.乳児 ･幼児の音声聴取傾向

さて,乳幼児期の音声知覚研究が進み,出生後数日

齢の新生児でt),母語の音声特徴24や ,児自身の母親音

声の個人性特徴25),児への調整発話 (infalltdirected

speech,motherese)26)に長 く注意を向ける傾向がわ

かってきている.これらの音声に共通 していることは,

音声上のプロソディがその特徴の主要素を担っている

ことである.新生児がこうしたプロソディ要素がもた

らす情報を聴取識別しうる可能性があるなら,幼児ば

かりでなく乳児自身も乳児音声の感情性情報を認知 し

うると思われる.

そこで,まず2歳から6歳の幼児が2カ月齢乳児の

音声からどのような感情性にかかわる情報を聴取する

のかをみ,さらに乳児 (6-11カ月齢)が2カ月齢乳児

因子 1｢快対不快｣,因子2｢平静対驚き｣,因子3｢歌対
話｣の3因子が抽出され,各々3因子の因子負荷量が正及び負に高い音声について音響分析を行った.以下に示す音響

パラメータ(Foレンジ･Foパタン･最大･最小 Fo値･音声長と分節数)について,3因子と有意な相関が示され,各

音声に対する判断と音響パラメータとの関連が示された

分類項目 因 子 1 閃 子 Z 因 子 3
iE:快 負 :不快 止 :平静 負 :驚き 正 :歌 負 :請

長さ 短い 長い‥ 短い 長い 短い 長い‥

分節数 多い 少ない● 多い 少ない‥ 少ない 多い‥

FO始点 高い 低い 低い 高い 高い 低い‥

FO終J.SJ. 高い 低い 低い r笥い 向い 低い‥

FnMax 高い 低い 低い 高い 高い 低い‥

FOMin 高い 低い‥ 高い 低い 高い 低い‥

FnRange 狭い 広い 狭い 広い● 広い 狭い

◆pく.05 ‥p<.nl
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の音声からどのような感情性情報を聴取するか,おの

おの成人との感情認知実験の比較により,幼児 ･乳児

が乳児音声上の感情性情報をどの程度認知できるか検

討したので報告する.

3.1 幼児の感情性聴取傾向

日本語を母語とする幼児 (2歳～6歳)45名を対象

に,聴取実験を行った27).

幼児が聴取する対象音声は以下の通 りに作成した.

生後 2カ月齢の日本人乳児 4名を対象に母親 とのコ

ミュニケーション場面で録音された非叫喚音声の全て

から,母親の音声及び家庭内雑音の重複していない200

音声を抽出した.成人によるこれらの音声の聴取実験

の評点から,因子分析によって得られた因子 1｢快｣

対 ｢不快｣の負荷量がプラス及びマイナスに高い音声

と,因子2｢平静｣対 ｢驚き｣の負荷量がプラス及び

マイナスに高い音声との各々10音声,合計40音声をさ

らに抽出した.おのおのの10音声についてはランダム

化し ｢快の10音声の連続｣を5通り作成し,同様に不

快,平静,驚きの各々1()音声についても作成し,提示

音声とした.

Izardら28)により抽出された ｢快｣｢不快｣及び ｢平
静｣｢驚き｣の表情を示す幼児の顔を基本に作成した提
示用乳児の顔の絵を幼児に示し,音声の聴取後その音

声がどちらの表情の顔か,絵を指差してもらった.な

お,提示した音声については大学生15名を聴取者とし,

幼児と同様の評定尺度による評価実験を行い,因子 1

については100%,因子2については98%の一致率を得

た.

図 1,2は ｢快｣｢不快｣と ｢平静｣｢驚き｣各々に
対する幼児の評定を,成人による分類との一致率 (例

えば,快音声に対して快表情の絵を指差した割合)と

して示したものである.図 1の快音声に対する評定の

一致率は69.70/.,不快音声に対する評定の一致75.4%

となり,因子 1音声に対する評定の一致率は快音声が

有意に高かった (X2-57.438,p<0.0001).一方,図

2に示 したように平静音声に対する評定の一致率は

48.1%,驚き音声に対する評定の一致率は47.5%で,

一致率には有意な差はみられなかった.

これらのことは,1)成人にとって乳児音声情報の判

断基準と考えられる｢快｣｢不快｣の基本的情報は,幼
児にもより重要な音声情報であり,幼児は早くから認

知できることを示唆している.しかし,2)｢平静｣｢驚
き｣の音声は幼児にとっては ｢快｣｢不快｣の音声情報
に比べ,より経験的な知識が必要な情報と考えること
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図1 被験幼児全体の｢快｣｢不快｣の音声各々に対す
る評定の一致率
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図2 被験幼児全体の｢平静｣｢驚き｣の音声各々に対
する評定の一致率
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ができる.

3.2 乳児の感情性聴取傾向

6-11カ月齢乳児を対象に3.1で幼児に使用した提示

音声により,選好振り向き法を用いて乳児の音声上の

感情性聴取傾向を検討した29).対象児は因子 1の音声

実験では,日本人健常乳児6-11カ月齢児48名である.

図3に示した実験室内で,左右の点滅しているランプ

を乳児が注目した時間を刺激音声の聴取時間として計

測した.4回の試行の後,各刺激条件につき6回ずつ,

計12回の実験を行った.

その結果,｢快｣｢不快｣音声に対する平均聴取時間
は,｢快｣が10.34秒,｢不快｣が8.16秒で,快音声を有
意 に長 く聴取する傾向が認 められた ものの (p<

0.01).｢平静｣｢驚き｣音声では,｢平静｣が9.05秒,
｢驚き｣は8.66秒となり,刺激音声間に有意な差は認め

られなかった.

以上のように,6-11カ月齢乳児による乳児音声の感



惰性情報の聴取識別傾向は,｢平静｣｢驚き｣の感情性
については有意な選好反応は見られなかったものの,

基本的感情性と考えられる｢快｣｢不快｣の識別には有
意な選好反応が見られ,乳児にとっても｢平静｣｢驚き｣

に較べ ｢快｣｢不快｣の音声情報は早期から識別可能な
情報であることが示唆された.

4.おわりに

近年の乳児を対象とした音声知覚研究はこれまでに

多くの知見を明らかにしている.中でも,新生児は音

韻側面ではなくプロソディ情報側面に注意をより向け

ること,乳児がプロソディ情報以外の手がかりを用い

て,より正確な単語音形を切り出し,記憶できるよう

になるのは,10カ月齢前後である30)ことがわかってき

ている.つまり,音韻性の知覚が母語に適合してくる

10カ月齢までに,乳児はまずプロソディ特徴をもとに,

母語のもつ言語的構造をつかみ,音韻などの特徴と共

に正確な母語の構造を知覚していくと考えられる.

こうした新生児期からのプロソディ情報に対する驚

くべき感受性と音声の情報の処理能力の発達は,進化

の過程で蓄積された機能に加えて,胎児期からの聴覚

経験の蓄積と無関係ではないと考えられる31).すなわ

ち,音声の感情性が伝達する ｢優しさ｣などは胎児期

からの聴覚経験がその基本にあるといえよう.

乳児音声からの情事剛ま,母親を含む乳児を取り巻 く

人々からひとつの構造を持った反応を引き出し,さら

にその反応は乳児自身に ｢発声｣に付与される一定の

社会的意味を知らせるという,循環的な相互作用への

引き金となる.音声と意味とのより複雑で抽象的な関

係の学習過程へとさらに導き,音声言語獲得への重要

な手がかりにもなると考える.
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